
令和２年11月
No.202

10月14日　仙石原小学校運動会

○７月臨時会、９月定例会　審議結果等����Ｐ２〜３
○一般質問���������������Ｐ４〜７
○決算特別委員会������������Ｐ８〜９
○台風19号被害　あれから１年���������Ｐ10
○常任委員会報告��������������Ｐ11
○我が家の自慢���������������Ｐ12

主　な　内　容
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報　告
１件

議会議事案件
２件
〈内訳〉

専決処分� １件
意見書の提出� １件

７月
臨時会

９月
定例会

7月29日

会期

8月27日から
� 9月23日まで

会期

人 事 案 件
２件

同意（２件）

令和元年度
各会計決算
12件

認定（12件）

専 決 処 分
○令和２年度箱根町一般会計補正予算(専決第３号）　総務企画観光常任委員会へ付託
補正額　4,815万円追加
　箱根ファン創出事業（箱ぴたサンクスクーポン券）
※�当事業の箱根温泉旅館ホテル協同組合が販売する、箱ぴたサンクスクーポンの販
売システムに障害が発生し、過販売となったことに伴う補正予算の専決処分。

議会議事案件（継続審査）
○箱根町議会議員の適正定数及び選挙時期に係る調査に関する決議について
※�町議会議員の適正定数と選挙の実施時期について特別委員会を設置し、継続審
査として付託されました。

工事請負契約
○本庁舎空気調和設備整備工事契約の一部変更　367万4,000円追加（設計内容変更）

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

工事請負契約
１件

補 正 予 算
１件

可決（２件）

補 正 予 算
３件

可決（３件）

補 正 予 算
令和２年度箱根町一般会計補正予算 （第４号）
補正額　1億3,460万円追加
主な内容 ①箱エールクーポン券事業…1億2,360万円

②過年度過誤納還付金…1,100万円

補 正 予 算
1. 令和2年度箱根町一般会計補正予算 （第5号）
補正額　3億7,728万4,000円追加
主な内容
①地震等災害対策事業…971万1,000円
②財政調整基金積立金…3億9,292万2,000円
③高齢者サポート事業…250万円
④新型コロナウイルス感染症緊急対策事業他…衛生費　261万1,000円
⑤中小企業等感染症対策事業更正減…△1億2,800万円
⑥公用水路維持工事他…350万円
⑦新型コロナウイルス感染症緊急対策事業他…教育費　9,150万円

2. 令和2年度箱根町後期高齢者医療特別会計補正予算 （第1号）
補正額　1,001万5,000円追加
主な内容 後期高齢者医療広域連合納付金…1,001万5,000円

3. 令和2年度箱根町介護保険特別会計補正予算 （第1号）
補正額　3,570万9,000円追加
主な内容 第1号被保険者保険料還付金追加…3,570万9,000円

決 算 認 定
○�平成元年度箱根町一般会計及び９特別会計歳入歳出決算並びに２事業会計の剰余
金処分及び決算の認定について
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議会議事案件

人 事 案 件
○教育委員の任命について（再任）　　　　　勝俣　正志さん
○蛸川財産区管理委員の選任について　　　　川井　美津久さん

付 託 案 件
○令和2年度一般会計補正予算（専決第3号）� 関連記事はP11　総務企画観光常任委員会　報告へ
※�８月６日、９月３日に総務企画観光常任委員会を開き、町当局の出席のもと、慎重に審査が行われま
した。審査の結果は全員賛成で、本会議の採決においても、全員賛成で承認となりました。
○箱根町議会議員の適正定数及び選挙時期に係る調査に関する決議について
※�町議会議員の適正定数と選挙の実施時期について特別委員会に７月臨時会で付託され、引き続き継続
審査となりました。

意見書提出
○�新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方財源の確保を求める意見書
の提出について
※�長期化している新型コロナウイルス感染症の影響により、今後の地方財政は、かつてない厳しい状況
となることが予想されるため、令和３年度地方財政対策及び地方税制改正にむけ地方税財源の確保を
確実に実現するよう、関係行政庁の長に対し、意見書を提出することを決定しました。
提出先：�衆議院・参議院両院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、財務大臣、総務大臣、厚生労働大臣、

経済産業大臣、経済再生担当大臣、まち・ひと・しごと創生大臣

報　告
○財政健全化判断比率等について

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

※　○：賛成　×：反対　－：議長は採決に参加しません。

議員別議案賛否一覧（賛否が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）
議
案
番
号

議　案　名
議
決
結
果

山
田
和
江

勝
俣
公
好

勝
俣
泰
彦

川
口
延
明

勝
俣
剛
一

小
川
鶴
雄

村
野
由
紀
子

川
端
祥
介

山
田
成
宣

稲
葉
親
太
郎

遠
藤
秀
則

沖
津
弘
幸

折
橋
尚
道

石
川
　
栄

63 令和元年度箱根町一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ー

64 令和元年度箱根町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
について 認定 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

65 令和元年度箱根町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認
定について 認定 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

71 令和元年度箱根町温泉特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

73 令和元年度箱根町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定
について 認定 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

74 令和元年度箱根町公共下水道事業会計剰余金の処分及び決算
の認定について 認定 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（地震等災害対策事業）
９月議会　一般会計補正予算第5号の質疑抜粋

Q：�地震対策事業の経費の明細
A：�新型コロナウイルス感染症に対応した避難所運営のための消耗品・備品・無線機通信費
Q：経費の内容及び数量
A：�①アクリル板15枚、テント2人用158張・5人用47張、②簡易ベッド446個、③ソーラーパネル15個、
ポータブル電源15個、④IP無線機16機の購入を予定



議会だより 　はこね

4

第202号 令和2年11月

問

質

般

一町
の
考
え
方
を
問
う
！

避難所としてホテル、旅館の広間利用の契約を
町 ― 風水害時でも利用ができるよう検討する

　９月定例会では、町政全般へ7人の議員が、11項目にわたる一般質問を行い
ました。
　質問者及び質問項目は、下の表のとおりです。原稿については質問議員が作
成しています。
　なお、掲載にあたっては紙面の都合上、質問内容、回答共に、抜粋したもの
となっておりますので、ご了承ください。

質問者 質問項目 ページ

川口　延明
・�風水害時の避難所の考え方について
・�新型コロナウイルスを受けて産業構造が変わる中での当町
の観光について

４

川端　祥介 ・�箱根町第６次総合計画について
・�箱根町のドローン活用について ５

村野由紀子 ・�山口町政について
遠藤　秀則 ・�町内での教育の現状について

６
稲葉親太郎 ・�町の自然環境の状況について

山田　和江
・�コロナ対策と町財政について
・�ナラ枯れと防災について
・�コロナ禍における学校教育の充実について ７

沖津　弘幸 ・�新しい生活様式に対応した、安心で快適な観光地について

※ は議員の質問、 は町側の回答です。

し
た
数
量
の
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
な

ど
を
速
や
か
に
製
造
し
町
の
指
定

場
所
ま
で
事
業
者
が
輸
送
す
る
体

制
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
避

難
所
の
生
活
環
境
改
善
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。

　
避
難
所
が
開
設
さ
れ
て
も

避
難
者
が
少
な
す
ぎ
る
。
町

民
が
行
動
を
起
こ
し
や
す
い
対
応

と
検
証
を
。

総
務
防
災
課
長　
避
難
所
に

行
く
べ
き
人
が
避
難
し
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

議
員
指
摘
の
よ
う
に
、
生
の
声
を

正
し
く
認
識
し
て
防
災
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
自
治
会
長
会
議

な
ど
を
通
じ
て
町
民
の
意
見
を
聞

く
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

　
避
難
者
の
安
全
確
保
と
快

適
な
避
難
生
活
が
で
き
る
よ

う
ホ
テ
ル
や
旅
館
の
広
間
を
利
用

す
る
な
ど
、
官
民
が
連
携
し
た
避

難
所
設
置
へ
の
対
応
を
。

町
長　
高
齢
者
等
の
要
援
護

者
に
生
活
環
境
の
良
い
避
難

所
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。
ま
た
、「
災
害
時
に
お
け
る

避
難
所
等
確
保
の
支
援
に
関
す
る

協
定
」
を
神
奈
川
県
と
ホ
テ
ル
・

旅
館
組
合
が
締
結
し
た
こ
と
を
受

け
、
町
で
も
箱
根
温
泉
旅
館
ホ
テ

ル
協
同
組
合
と
の
協
定
締
結
を
協

議
中
で
あ
り
、
今
後
、
状
況
に

よ
っ
て
は
、
通
常
の
風
水
害
で
も

町
内
の
旅
館
や
ホ
テ
ル
の
一
室
を

避
難
所
と
し
て
利
用
で
き
る
環
境

の
構
築
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
避
難
所
の
環
境
面
の
配
慮

と
設
備
向
上
を
。

町
長　

町
で
も
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
や
間
仕
切
り
用
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
、
段
ボ
ー
ル
ト
イ
レ

の
供
給
協
定
を
締
結
し
た
。
協
定

の
内
容
は
、
災
害
時
に
町
が
注
文

ＱＱ

Ｑ

ＡＡ

Ａ

コロナ対応避難所

川
口　

延
明 

議
員
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山口町政、２０年間の思い
町 ― 皆さんへの感謝の思いを２０年間を総括して強く感じている

箱根町第６次総合計画の財源確保と円滑な実施は
町 ― 歳入確保に努力する

客
２
千
万
人
の
堅
持
、
宿
泊
客

５
百
万
人
は
、
お
お
む
ね
達
成
出

来
た
と
思
う
。
皆
さ
ん
に
合
格
点

が
辛
う
じ
て
頂
け
る
よ
う
で
あ
る

な
ら
ば
あ
り
が
た
い
。
た
だ
、
寮

保
養
所
撤
退
と
人
口
減
が
止
め
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
に
思
っ

て
い
る
。

　
次
期
町
長
に
望
む
こ
と
、

箱
根
町
に
期
待
す
る
こ
と
は
。

町
長　
行
政
に
課
せ
ら
れ
た

究
極
の
目
標
は
、
住
民
福
祉

の
向
上
、
こ
れ
に
尽
き
る
。
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
と
い
う
中
で
、
箱
根
の

持
つ
豊
か
な
自
然
・
温
泉
は
、
ス

ト
レ
ス
を
無
く
し
英
気
を
養
う
。

そ
う
言
う
点
に
お
い
て
、
ま
す
ま

す
重
要
な
箱
根
に
な
る
と
思
う
。

人
間
性
回
復
、
五
感
に
感
じ
る
居

心
地
の
良
い
観
光
地
箱
根
を
目
指

す
と
共
に
、
外
国
人
が
安
心
し
て

ひ
と
り
歩
き
で
き
る
観
光
地
箱
根

を
創
っ
て
ほ
し
い
。

　
神
奈
川
県
が
先
行
し
て
ド

ロ
ー
ン
前
提
社
会
の
構
築
を

目
指
し
、
企
業
や
大
学
か
ら
ド

ロ
ー
ン
の
利
活
用
に
つ
い
て
提
案

募
集
を
行
い
、
採
用
後
実
験
等
を

行
っ
て
い
る
。
箱
根
町
の
ド
ロ
ー

ン
利
用
・
活
用
に
つ
い
て
、
将
来

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
現
在
、
消
防
に
お
い

て
、
ド
ロ
ー
ン
操
縦
士
養
成

計
画
を
策
定
し
、
実
技
操
縦
訓
練

を
開
始
し
て
い
る
。
地
震
等
災
害

対
応
機
材
と
し
て
災
害
用
ド
ロ
ー

ン
を
購
入
し
た
。
本
町
に
適
し
た
、

ド
ロ
ー
ン
物
流
定
期
ル
ー
ト
や
、

観
光
イ
ベ
ン
ト
の
活
用
、
箱
根
ジ

オ
サ
イ
ト
空
撮
等
を
事
業
者
と
連

携
し
て
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
他
の
市
町
村
の
活
用

事
例
や
、
企
業
の
先
行
事
例
を
参

考
に
し
て
、
調
査
・
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
第
６
次
総
合
計
画
の
人
口

推
計
で
は
、
６
年
後
は
１
万

人
ま
で
減
少
す
る
と
想
定
さ
れ
て

い
る
。
人
口
増
に
関
す
る
今
後
の

展
開
は
。

企
画
課
長　
コ
ロ
ナ
禍
で
見

ら
れ
る
働
き
方
の
多
様
化
は
、

地
方
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
働
く
面

が
あ
る
。
新
た
な
環
境
の
変
化
に

よ
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
受
け
皿

と
な
れ
る
よ
う
な
移
住
・
定
住
化

施
策
を
地
道
に
継
続
す
る
。
い
つ

ま
で
も
箱
根
に
住
ん
で
頂
け
る
よ

う
、
暮
ら
し
て
い
る
方
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
い
く
。

　
町
長
は
在
任
中
「
住
み
よ

い
町
、
訪
れ
て
良
い
町
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
来
ら
れ
た
。

公
約
の
達
成
度
と
満
足
度
は
い
か

が
か
。町

長　
行
政
運
営
に
携
わ
っ

て
き
た
中
で
、
小
・
中
学
校

適
正
配
置
、
乳
幼
児
施
設
整
備
も

出
来
た
。
観
光
面
で
は
、
観
光

　
第
６
次
総
合
計
画
の
実
施

計
画
に
つ
い
て
は
、
令
和

３
・
４
年
度
も
引
き
続
き
財
政
の

厳
し
い
中
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に

財
源
の
確
保
を
図
っ
て
い
か
れ
る

の
か
。町

長　
国
・
県
に
対
し
て
こ

の
窮
状
を
し
っ
か
り
訴
え
て
、

で
き
う
る
限
り
の
歳
入
確
保
に
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

村
野
由
紀
子 

議
員

川
端　

祥
介 

議
員
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町内での教育の現状は
町 ― 長期の臨時休校となったなかで、多くの課題に前向きに対処していく

町の自然環境の状況は
町 ― 長期的な視点から温暖化の進行を抑えることが重要である

は
、
保
健
所
等
の
指
示
に
従
い
、

安
全
を
第
一
に
適
切
に
対
応
す
る
。

　
温
暖
化
の
進
む
中
、
暑
い

中
で
の
授
業
を
し
て
い
る
が
、

暑
い
日
が
続
く
と
授
業
に
集
中
で

き
ず
、
さ
ら
に
は
、
熱
中
症
に
な

ら
な
い
か
気
掛
か
り
で
あ
る
。
箱

根
の
森
小
学
校
、
仙
石
原
小
学
校

の
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
９
月
に
国
内
で
初
め

て
40
℃
を
観
測
、
温
暖
化
は

着
実
に
進
ん
で
い
る
。
快
適
な
環

境
で
、
子
供
た
ち
に
授
業
を
受
け

さ
せ
た
い
。
教
育
委
員
会
に
、
来

年
度
最
優
先
で
設
置
す
る
よ
う
に

指
示
す
る
。

ア
マ
ツ
バ
メ
と
い
う
鳥
は
、
か
つ

て
西
日
本
の
海
沿
い
に
分
布
し
て

い
た
が
、
１
９
９
０
年
代
以
降
は

役
場
本
庁
舎
で
も
営
巣
す
る
よ
う

に
な
り
、
ク
ロ
コ
ノ
マ
チ
ョ
ウ
と

い
う
蝶
は
１
９
９
０
年
代
に
小
田

原
エ
リ
ア
で
の
越
冬
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
一
方
、
植
生
に
対
す
る

顕
著
な
影
響
は
特
に
確
認
さ
れ
て

い
な
い
。

　
町
と
し
て
は
、
地
球
温
暖
化
の

影
響
に
よ
る
動
植
物
の
生
態
動
向

の
把
握
や
必
要
な
対
応
に
つ
い
て
、

関
係
す
る
機
関
と
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
十
分
に
連
携
し
て
い
く
。

　
臨
時
休
校
に
よ
る
授
業
日

数
の
不
足
と
な
る
問
題
は
な

い
か
。教

育
長　
行
事
や
夏
・
冬
休

み
を
短
縮
し
て
も
28
日
不
足

と
な
り
、
学
習
の
遅
れ
を
取
り
戻

す
様
々
な
内
容
を
工
夫
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
報
道
等
に
よ
る
と
教
師
へ

の
負
担
が
増
大
し
、
肉
体
的
、

精
神
的
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
と
あ
る
が
、
当
町
で
の
状
況

は
。

教
育
長　
感
染
防
止
の
観
点

か
ら
、
教
職
員
の
負
担
は
増

え
て
い
た
と
思
う
。
各
校
の
教
職

員
に
は
、
感
染
防
止
を
第
一
に
、

尽
力
い
た
だ
き
感
謝
し
、
今
の
と

こ
ろ
調
子
を
崩
し
た
教
職
員
は
な

く
、
安
堵
し
て
い
る
。
今
後
の
負

担
軽
減
を
進
め
、
心
身
の
ケ
ア
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
児
童
・
生
徒
ま
た
同
居
家

族
が
感
染
し
た
場
合
の
対
応

は
。

教
育
長　
児
童
・
生
徒
、
家

族
の
感
染
が
判
明
し
た
場
合

　
今
の
火
山
事
象
の
状
況
は
。

町
長　
箱
根
山
の
火
山
活
動

を
観
測
し
て
い
る
様
々
な
機

関
や
専
門
家
の
最
近
の
発
表
に
よ

る
と
、
総
じ
て
箱
根
山
の
火
山
活

動
は
落
ち
着
い
て
い
る
。

　
県
道
７
３
４
号
線
（
小
涌

園
～
早
雲
山
）
が
交
通
規
制

さ
れ
た
理
由
と
対
応
は
。

町
長　
梅
雨
で
天
候
不
良
が

続
い
た
上
、
比
較
的
強
い
雨

が
繰
り
返
し
降
っ
た
。
所
管
す
る

神
奈
川
県
小
田
原
土
木
セ
ン
タ
ー

か
ら
、
早
雲
山
の
地
滑
り
観
測
装

置
が
、
基
準
を
超
え
る
土
砂
の
移

動
を
確
認
し
、
県
道
へ
の
土
砂
流

出
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
通

行
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
通

行
止
め
と
し
た
。

　
地
球
規
模
で
の
温
暖
化
が

叫
ば
れ
て
い
る
中
、
箱
根
に

生
存
し
て
い
る
動
植
物
の
生
態
に

変
化
が
生
じ
て
い
る
か
、
ま
た
、

そ
の
対
応
は
。

町
長　
箱
根
の
動
植
物
の
生

態
の
変
化
に
つ
い
て
、
ヒ
メ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

ＱＱＱ

ＡＡＡ

Ａ

ＡＡＡ

遠
藤　

秀
則 

議
員

稲
葉
親
太
郎 

議
員

早雲山
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仙石原地域の発展と、町内経済の回復策としての土地活用のための用途緩和を
町 ― 地域経済の活性化に繋がれば、変更について検討することも考える

集団的ナラ枯れの崩落等の対策は
町 ― 森林所有者と連携し、治山事業の要請を行う

町
長　
台
風
19
号
に
よ
る
被

災
に
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
る
な
ど
の
状
況
を
踏
ま
え
、
直

営
の
継
続
あ
る
い
は
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
と
す
る
の
か
。
見
直

し
の
判
断
時
期
は
、
令
和
3
年
度

中
を
目
途
に
考
え
る
。

　
大
涌
谷
へ
の
ア
ク
セ
ス
に

つ
い
て
新
た
に
下
り
専
用
道

路
の
整
備
は
。

町
長　
現
時
点
に
お
い
て
は
、

困
難
な
も
の
と
考
え
る
が
、

道
路
管
理
者
で
あ
る
県
と
調
整
、

協
議
を
行
い
、
そ
の
状
況
に
よ
り

国
も
検
討
す
る
と
い
う
回
答
を
得

た
。
県
に
対
し
て
は
、
防
災
面
の

利
点
、
駐
車
台
数
の
拡
大
、
大
涌

谷
園
地
の
安
全
対
策
、
活
性
化
に

つ
な
が
る
対
応
を
様
々
な
視
点
か

ら
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

防
除
対
策
を
積
極
的
に
し
て
い
る

市
町
村
に
補
助
金
の
増
額
の
支
援

と
国
・
県
道
沿
い
の
被
害
木
に
対

応
を
図
る
こ
と
、
健
全
木
を
守
る

た
め
の
補
助
支
援
の
要
望
を
行
っ

た
。　

集
団
的
ナ
ラ
枯
れ
の
場
所

に
対
す
る
崩
落
等
の
対
策
は
。

町
長　
危
険
性
が
あ
る
場
合

は
森
林
所
有
者
と
連
携
し
、

地
形
、
規
模
、
人
的
被
害
の
影
響

を
考
慮
し
て
治
山
事
業
等
の
要
請

を
行
う
。

　
昨
年
は
仙
石
原
の
別
荘
で

熊
の
姿
が
目
撃
さ
れ
た
。
生

態
系
へ
の
影
響
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。町

長　
ナ
ラ
枯
れ
は
ド
ン
グ

リ
の
凶
作
な
ど
で
鳥
獣
等
へ

の
影
響
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

長
期
的
に

は
特
に
生

態
系
へ
の

心
配
は
な

い
。

　
仙
石
原
地
域
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
既
存
の
美
術

館
や
博
物
館
、
ホ
テ
ル
、
別
荘
が

立
地
し
て
い
る
魅
力
を
さ
ら
に
充

実
し
、
町
外
か
ら
の
移
入
を
誘
導

す
る
た
め
の
条
件
整
備
を
推
進
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域
の
発

展
と
、
町
内
経
済
の
回
復
策
と
し

て
の
土
地
活
用
の
た
め
の
用
途
緩

和
は
。町

長　
「
仙
石
原
交
差
点
周

辺
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
」

が
昨
年
９
月
に
決
定
さ
れ
、
こ
れ

ら
の
動
き
が
加
速
し
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
仙
石
原
地
域
に
一
層

多
く
の
人
々
が
集
い
、
箱
根
の
新

た
な
魅
力
を
創
出
・
発
信
す
る

「
ハ
ブ
」
と
な
り
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
に

な
れ
ば
、
用
途
地
域
の
変
更
に
つ

い
て
検
討
す
る
可
能
性
が
生
じ
て

く
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

　
財
源
確
保
策
と
し
て
、
湿

生
花
園
の
管
理
運
営
の
見
直
し
。

　
長
い
梅
雨
が
明
け
た
途
端
、

箱
根
の
山
々
に
異
変
が
起
き

て
い
る
。
ナ
ラ
、
コ
ナ
ラ
の
木
等

の
「
ナ
ラ
枯
れ
」
が
あ
っ
と
い
う

間
に
全
山
に
広
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

ナ
ラ
枯
れ
が
進
む
と
生
態
系
へ
の

影
響
や
土
砂
崩
落
が
起
こ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
沿
い

の
ナ
ラ
枯
れ
の
木
が
倒
れ
る
危
険

も
考
え
ら
れ
る
が
、
ナ
ラ
枯
れ
の

現
状
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

る
か
。町

長　
被
害
状
況
は
町
民
か

ら
随
時
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
ナ
ラ
枯
れ
の
進
行
ピ
ー
ク

は
８
月
下
旬
に
な
る
の
で
、
町
と

し
て
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
被

害
の
全
容
把
握
に
努
め
る
。

　
ナ
ラ
枯
れ
に
対
す
る
調
査

や
補
助
金
等
に
つ
い
て
、
国

や
県
へ
の
働
き
か
け
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

町
長　
国
・
県
か
ら
の
支
援

は
十
分
と
は
い
え
な
い
の
で
、

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

ＱＱ

ＡＡ

Ａ

ＡＡ

ＡＡ
山
田　

和
江 

議
員

沖
津　

弘
幸 

議
員

ナラ枯れ

仙石原交差点周辺
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決算認定までの流れ
決算とは予算執行の結果、どの
ような成果があったかを示す成
果報告で、会計年度が終わって
から、時間をかけて慎重に審査
を行います。

※�監査は小嶋税理士、小川議員
が厳正に行いました。

・�会計管理者が町長に決算
を提出

・�監査委員が決算審査し、
町長に意見書を提出

決算特別委員会での審査
（質疑）

開催日　９月14、15、17日
審議時間　午前10時～午後５時

町長が監査委員の意見書を
添えて議会に上程

全員賛成または賛成
多数で認定

※�３ページ、議員別議案賛否を
ご覧ください。

令和２年３月31日
会計年度終了

令和２年５月31日
出納整理期間終了

令和２年
９月定例会

定例会で討論を行い
各会計ごとに採決

　当特別委員会は、４日間にわたり会議を開き、慎重に審査
を行いました。
　歳入は、大涌谷噴火レベル上昇や台風被害の影響により町
民・法人税は減少となりましたが、全体的に固定資産税超過
課税継続による収入とふるさと納税収入増があり一定の収入
確保ができました。
　歳出は、町の基本理念である「防災力強化・若者定住の促
進・健康生活の推進・ブランド力の強化」が各事業に反映さ
れ着実に実行されたものと評価します。よって令和元年度決
算については、すべて認定すべきものと決定いたしました。
　しかし、一般会計の経常収支比率は、2.5ポイント上昇の
96.2%であること、また施設改修等の起債による毎年の償還
金が増えることを鑑みると町財政の硬直化を認めざるを得ま
せん。今後も行財政改革アクションプランの着実な遂行、行
政運営の選択と集中に心掛けていただくことを申し添えます。

� 決算特別委員会　
� 委員長　折橋尚道

　決定した予算が適正に執行されたか審査し、その行政効果や経済効果を　　評価したり、今後の行財政運営の改善に役立てる大切な意義があります。

決算特別委員会の様子

決 算 特 別 委 員 会

令和元年度予算は
コチラ

◇町税等の収入の状況確認
◇補助金の確保の動向
◇町債等の動向
◇その他の収入動向

歳 入 編
◇支出の適法適正の動向
◇不要額の妥当性
◇予算流用の適正状況
◇予備費の充当の適正度
◇補助金の効果
◇その他留意事項について
◇主な施策の成果の活用
◇財産に関する調書明細書の活用
◇基金の運用状況の審査
◇財産運用の適否の判断
◇仕事の出来高と出来具合の審査

歳 出 編

審査のチェックポイント
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ここに注目!!　具体的な審査内容

●固定資産税
　・�土地、家屋、償却資産それぞれの納税義務者
の町外者、町内者の割合

●総務費県補助金
　・�市町村地域防災力強化事業費の県からの補助
内容

●町民税
　・�不納欠損（徴収を諦めること）の内容と要因
　・徴収状況と収納率向上対策について
●子ども・子育て臨時交付金の使途
●入湯税
　・�当初予算より減っている要因及び今後の対応
●国民健康保険の保険料
●下水道接続率の向上
●�国際観光ホテル整備法による固定資産税の軽減
措置の現況と今後について

歳 入 編
●有害鳥獣対策事業
　・イノシシ・鹿等が増えているが今後の対応
●防災行政無線整備事業
　・防災無線をデジタル化した成果
●ハイキングコース等整備事業
　・台風19号で荒廃したハイキングコースの状況
●ICT活用教育推進事業
　・タブレット等を使用した教育の状況
●携帯型外国語翻訳機導入促進補助事業
　・ホテル・旅館に導入した翻訳機の効果
●認知症施策推進との効果と現状の課題
●介護サービスについて
●下水道維持管理について

歳 出 編

　決定した予算が適正に執行されたか審査し、その行政効果や経済効果を　　評価したり、今後の行財政運営の改善に役立てる大切な意義があります。

　令和元年度は、種々多様な災禍があり、観光客の減少により、町税収入は減少になった。し
かし、箱根を愛するファンにより、ふるさと納税等は約10憶円になった。全体の歳入から歳出
を引くと黒字を確保することができた。今後も、公共施設改修等の記載が見込まれており、財
政の硬直化は避けられない状態にある。財政状況の変化については、日々検証を行い、報告、
協議を活発にすることを要望し、賛成討論とする。至 誠 会

賛 成

　入込客数も順調に推移し、国際観光地として更なる飛躍が期待された中、5月の噴火警戒レ
ベルの引き上げ、10月の台風、年明けのコロナ感染症に襲われ、厳しい状況下での予算執行
は評価できる。町税等の減少は、ふるさと納税の増によって黒字となっているが、安定した財
政運営とは言えない。特別会計等では国民健康保険、公共上下水道、育英奨学金事業等目的に
沿った運営がされている。
　今後も住民サービス向上と健全な財政運営の取り組みを望む。

緑風クラブ
賛 成

　令和元年度上半期は、大涌谷の噴火警戒レベル引き上げによる立ち入り規制が、観光全般に
多大な打撃を与え、また、10月には台風19号が襲来し、甚大な被害をもたらした。主な政策は、
防災士の養成、関所開設400年観覧行事の開催、SDGｓの発信、子育て世代包括支援センター
の設置、ICT教育の充実等、総合的に住民の生活の安定、福祉の向上に寄与されたと思慮する。
　コロナ禍で、これまで以上の緊張感と警戒心を持って職務にあたって頂きたい。公 明 党

賛 成

　大涌谷の噴火警戒レベルの引き上げや、台風19号の襲来、消費税10％への引き上げ、そして
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、暮らしと営業が打撃を受けた中、固定資産税の超過
課税が実施され、納税者に重い負担となっていること。また、国際観光ホテル整備法による固
定資産税の不均一課税が政府登録旅館にのみ行われていることは、税の公正、公平という点か
ら認められない。箱根の森・仙石原両小学校の学校給食民間委託についても認められない。

山田　和江
議員

反 対

決算認定に対しての、賛成・反対討論討　論

決算特別委員会
の様子

令和元年度 決 算 特 別 委 員 会

決算の概要は、町広報紙
11月号に掲載しています。
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登山電車は、予定より３か月早く復旧
現在の工事風景（右写真）、完全復旧は年内を予定

令和元年10月13日の様子

当時の湯本大橋の増水

令和２年10月６日撮影

　国道138号線は洞門を設置する工法で、令和３年度中の復旧が
予定されています。
　また、南足柄市までの南箱道路は、令和３年春頃の開通が予定
されています。

（左）�国道138号線土砂災害
現場

（上）南箱道路入り口　
令和２年10月６日現在

【住民・事業者等緊急支援対策】
◦�土砂崩れ等による被災者の救済
◦�住民の浸水家屋への支援
◦�中小企業等災害復旧支援事業補助金の早期支給

【安全対策】
◦�避難をためらう住民に対し、安全に避難所へ誘導を
促す対策

◦�避難所の段ボールベッドの導入
◦�逃げ道マップの作製による安全な避難の推進
◦�自治会・自主防災組織・消防団などとの地域防災力
の強化

【交通インフラ対策】
◦�国道138号線早期復旧
◦�足柄幹線林道の復旧
◦�南箱道路の状況確認と開通の見通し
◦�災害で傷んだ地域内道路の改修

【芦ノ湖や河川の安全対策】
◦�台風予報に準じた芦ノ湖事前放流の見直し
◦�根本的な芦ノ湖の治水対策
◦�箱根町内河川の砂防ダム・堰堤の修復
◦�浸水防止のための土嚢確保

　気象庁によると、箱根町では12日の降水量が922.5ミリに達して国内最高記録を更新、また、
48時間降水量が1001.0ミリ、年平年値の３～４割に達し、史上最高記録を更新した。

台風19号被害  あれから 1 年

僕の身長より、降ったなんて、信じられない。
これからも災害の安全対策は大切だね。

議会でこんな内容が議論されました（抜粋）

自然災害に関する議会での議論　今後の安全対策はどうなる⁉
全会一致で、令和元年12月20日に
「芦ノ湖の水位の弾力的運用による町民の安全対策確保」に関する要望書を神奈川県知事に提出しました。
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　委員会では、7月臨時会において付託され、継続審査となっていた議案第56号について、8月6日
及び９月３日に委員会を開催し、町当局の出席を求め、慎重に審査を行いました。
　本議案は、箱根ファン創出事業における箱根温泉旅館ホテル協同組合が販売する、箱ぴたサンクス
クーポンの販売システムに障害が発生し、過販売となったことに伴う補正予算の専決処分です。
　新型コロナウイルスの影響が町内の宿泊業等に打撃を与えている中、疲弊した宿泊業を含めた町内
に活気を取り戻すため、かつ過販売による箱根のイメージダウンを避けることについて、一定の理解
ができることから、採決の結果、全会一致により承認すべきものと決定いたしました。
　しかしながら、過去に前例のないこのような専決処分が行われたことについては遺憾であり、今
後、専決処分を行う際は十分慎重に考慮いただきたい。ま
た、箱根温泉旅館ホテル協同組合に加入している宿泊事業
者に限らず、町内の宿泊事業者全般に公平な事業とされた
い。さらには、再発防止の徹底を図り、今回の件について
は責任の所在を明確にすることを強く求めました。

� 委員長　稲葉　親太郎

総務企画観光常任委員会　報 告

　小・中学校における新型コロナウイルス感染症対策の対
応等について、委員から多くの質問や意見がありましたの
で、7月１日、教育委員会に質問の回答を依頼しました。
　登下校時のスクールバス、借上げバス、タクシーを活用
した感染対策、乗車率や感染リスク、バスの換気設備の説
明等、回答がありました。
　また、他の調査・研究の項目に上がっていた、１．廃棄
物保管施設の現状及び当該施設等の今年度予算、2．ド
ローンを利用した県イノシシ駆除計画、３．プラごみゼロ
宣言の現状及び今後の計画を、7月30日に環境課へ同様に
依頼しました。
　プラごみゼロ宣言では、マイバック使用の啓発、プラス
チックごみによる海洋汚染抑制・防止の取組等、プラごみ
ゼロに向けて県と協同で進める。と回答がありました。
　今後は、回答を参考に調査・研究を行い、新たな課題に
も取組んで参ります。

� 委員長　村野　由紀子

教育福祉環境常任委員会　報 告
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我が家の自慢

湖畔の散歩が毎日の日課
です。
朝夕に、地域を回って皆
さんにごあいさつが楽し
みです。

次号以降に掲載するペットを募集しています。
50文字以内の紹介文、飼い主の名前、可愛がっている動物の名前と住所、電話番号を明記の上、写真を郵送またはＥメールに
て議会事務局まで提出ください。（名前と地区を掲載）　web_gikai@town.hakone.kanagawa.jp

なお、写真によっては掲載不可能な場合もありますので、ご了承ください。

※�11月24日㈫開催の議会運営委員会において決定いたしますので、変更となる
場合があります。詳しくは、議会事務局（☎85-9570）までお問い合わせい
ただくか、町議会ホームページの議会カレンダーをご覧ください。

12月1日（火）、15日（火）、18日（金）

12月定例会の日程（予定）
本 会 議

箱根地区　飯田さん

ポメラニアンの
チョコくん（７歳）

９月定例会閉会後に町長と記念撮影を行いました。
※山口町長の任期は令和2年11月14日までです。

山口昇士町長　20年間お疲れ様でした


